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2. 調査 

2.1 調査概要 

豊平峡ダムでは、完成時から横継目および水平打継目からの漏水があった(写真 2.1)。

漏水は冬期には堤体下流面で結氷して氷塊を形成し、融雪期等に剥離落下してキャッ

トウォーク等を破損させる状況が続いていた。このため、昭和 56～58 年および平成

2～7 年に、樹脂注入やモルタル充填による止水対策工が実施された。その後は、状

況観察を継続して経過を見たが、依然として漏水および氷塊形成が見られ、問題は解

決されていない状況であった(平成 10 年度の状況を図 2.1 に例示)。 

これを解決すべく、平成 12 年度より、充填工を中心とする対策工の調査、試験施

工等が実施されている。さらに、この結果を受けて平成 17 年以降も順次補修工事が

実施される予定である。 

 
 

 
写真 2.1 堤体下流面の漏水状況（昭和 56 年対策以前） 
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2.2 調査内容 

調査内容(平成 14 年度まで)を表 2.1 に示す。 

 
 

表 2.1 調査内容一覧表 
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